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職員会議資料                                      令和元年７月

カリキュラム・マネジメント実施計画

１ カリキュラム・マネジメントの定義（中教審答申、H28.12.21.）

①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標の達成

に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

②教育内容の質の向上に向けて子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程

を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立すること

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み

合わせること。

２ 本校のカリキュラム・マネジメントの課題

①教育目標等の空文化 → 教育目標の見直し、「三つの柱」に基づいた「育成を目指す子どもの姿」確定

②教科横断的視点が希薄 → 「学びの地図」としての「単元配列表」の作成・公開

③ＰＤＣＡサイクルの実施 → 「カリキュラムマネジメントモデル」と「チェックリスト」に基づく検証

３ カリキュラム・マネジメント実施の目的と効用

① 教員・生徒・保護者にとって現実的で分かりやすい教育目標に変更し育成する資質・能力を明確化できる。

② 「単元配列表」を作成することで教育目標、「資質・能力」の実現が容易になる。

③「学びの地図」を公開することで「学びの必然性」が明確化し、生徒の学習意欲や主体性の向上に繋がる。

④ 教科横断的視点を明確にすることで機能的な教育課程策定、授業力向上、「深い学び」の実現が容易になる。

⑤ 中学生、大学、地域への本校の効果的な発信や地域・大学との協働が容易になる。

⑥ ＰＤＣＡサイクルを明確にすることで社会や生徒の変化に対応する教育課程経営が行いやすくなる。

４ 今後の日程

年度 国の動向 本校の取組日程

令和元年度 改訂内容の一部先行実施 教育目標等改訂、授業研究会実施

令和２年度 大学入学共通テスト実施、教科書検定 教育課程の審議・決定

令和３年度 新学習指導要領の教科書選定開始 １年次教科書選定、中学校等への広報・説明

令和４年度 新学習指導要領の実施開始 ２年次教科書選定、教育課程の見直し

令和５年度 新学習指導要領に対応した新入試大綱発表 ３年次教科書選定、教育課程の見直し

令和６年度 新学習指導要領の全面実施、新入試実施 教育課程の見直し
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教育目標

資質・能力
育成を目指す子どもの姿

指導の重点・マニフェスト

教育課程表、単元配列表

教科・特別活動目標

年間指導計画

授業デザイン、学習指導案

５ カリキュラム・マネジメントの実施計画

６ 学校のグランドデザイン、カリキュラム・デザインの策定

                   【教育目標設定の観点】 例）「探究」、「協働」、「貢献」

                    ①具体性：下位目標等で具体化できる目標である。

                    ②現実性：生徒・地域・社会等の実態分析に基づいている。

                    ③定着度：短く覚えやすいフレーズである。

                    ④汎用性：生徒の多様な現状や可能性に対応できる。

                   【資質・能力（育成を目指す子どもの姿）の同定の観点】

                    ①教育目標を３つの柱で具体化したマトリックス表で明示する。

②２０３０年を見据え、易・不易を考慮した資質・能力である。

                    ③教科・特別活動、教科横断指導・総合的な探究の時間に反映

                   【単元配列表作成の観点】

                    ①「学びの地図」として内容・順序・関係性の概要が俯瞰できる

                    ②科目単元の繋がりを明示し教科横断的指導・学習を特定する。

  カリキュラム開発の根拠データ    ③内容の繋がりと資質・能力の繋がりを区別して精選する。

  

育成を目指す子どもの姿 教育目標１ 教育目標２ 教育目標３

知識及び技能

思考力、判断力、表現力

学びに向かう力、人間性

【単元配列表のイメージ】     は内容の繋がり、    は資質・能力の繋がりを示す。

科目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

Ａ 単元① 単元② 単元③ 単元④ 単元⑤ 単元⑥

Ｂ 単元① 単元② 単元③ 単元④ 単元⑤ 単元⑥

Ｃ 単元① 単元② 単元③ 単元④ 単元⑤ 単元⑥

総合 単元① 単元② 単元③ 単元④

特活 単元① 単元② 単元③ 単元④ 単元⑤

ステッ
プ１

•カリキュラム開発の根拠データの確保（令和元年度）

•生徒保護者アンケート結果、地域実態、模試・進路結果、入試・アドミッションポリシー。

ステッ
プ２

•「学校のグランドデザイン」の策定（令和元年度）

•教育目標、マニフェスト等の見直し。資質・能力（育成を目指す子どもの姿）の同定。

ステッ
プ３

•「カリキュラムデザイン」：教育課程表・単元配列表・年間指導計画作成（令和２年度）

•資質・能力に基づく「学びの地図」。教科横断的指導、社会に開かれた教育課程に配慮。

ステッ
プ４

•カリキュラムマネジメントの視点からの調整（令和３年度）

•「カリキュラムマネジメントモデル」、チェックリスト活用。時間割編成、指導環境整備。

ステッ
プ４

•多治見高校カリキュラムの公表と普及啓発（令和３～５年度）

•「社会に開かれた教育課程」を目指し生徒・保護者・地域・中学校・大学と連携模索。

ステッ
プ５

•ＰＤＣＡサイクルの実施（令和４～６年度）

•新カリ実施開始（令和４年度）～全面実施（令和６年度）までの実施・検証・改善。

資質・能力の３つの柱に該当する具体的な育成を目指す子どもの姿


